
第 16 回全国ＲＹＬA 研究会 第 4 回実行委員会議事録 

 

日時 ： 2023 年 10 月 10 日（火） 17：00～18：00 

場所 ： ZOOM 

出席 ： ≪実行委員会≫ 

□ 右近八郎 G □ 佐藤正道直前 G □ 早川敬介 GE  □ 泉田征慶 GN 

 □ 芳賀裕実行委員⾧ □ 大木和彦副委員⾧  □ 山田稔副委員⾧ □ 増子博保幹事  

■ 箭内一典副幹事 □ 中目公英委員  □ 菅野拓司委員 ■ 佐藤美奈子委員 

□ 田代行孝委員  □佐藤正和 RA 地区代表（白河 RAC） 

□ 渡辺浩子全国 RYLA 連絡会運営委員⾧          □ 記録 副幹事 佐藤龍史 

≪運営委員会役員≫ 

■山本啓之（D2700）■ 田中賢一（D2680） □ 斉藤朋博直前幹事（D2510）  

         ≪オブザーバー≫ 

□ 津留起夫事務統括 □ 黒田健一研究部門委員 □ RIJYEM 事務局 斉藤睦美  

□ ⾧友海夢（ライラリアン） 

        

≪司会 増子博保 幹事≫ 

１． 開会あいさつ               副委員⾧ 大木和彦 

２． ガバナーあいさつ             ガバナー 右近八郎 

３． 実行委員⾧あいさつ            委員⾧  芳賀 裕 

４． RIJYEM 事務統括あいさつ         事務統括 津留起夫 

５．  協議事項 

① 全国 RYLA 研究会福島会議 実行委員会組織について 

芳賀実行委員⾧より説明 

・9/10 の全国委員⾧会議で全国 RYLA 連絡会が発足した。 

 委員⾧に佐藤芳郎 RI 理事、副委員⾧に右近八郎ガバナー 

・全国 RYLA 連絡会全体を統括したり、次回開催地の決定する組織である。 

 

② 福島会議に向けての進捗状況 

スケジュール表にて増子幹事より説明 

・実行委員会名簿の確定については予定通り完了した。 

・アンケート作成配信についても完了している。 

・会議参加登録についてはホストクラブの福福島中央 RC 事務局で取りまとめる。 

 問い合わせについてはホスト事務局と連携して増子幹事が対応する。 

・あらかじめ登録案内文書で、懇親会後の二次会の出欠もとるようする。 

・華の湯ホテルだけで 149 室（想定 150 名）の受け入れ可能になった。 

・宿泊については直接予約を入れてもらうようアナウンスをする。 

・助成金については実行委員会の方で申請をする。 

・会議の内容については 11 月の実行委員会で検討できるよう取り組んでいく。 

・登録案内 第一報発信…1 月上旬 第二報発信…3 月上旬 締切…4 月中旬（連休前） 

      最終案内発信…5 月中旬 

→3 月に RYLA・RIJYEM 合同会議を予定しているので、第二報の中身を充実させて発信が 

できると思う。 

       



③ 予算案 

増子幹事より華の湯見積りにて説明 

・NO5～8 の「花舞」は２日目だけなので日数、数量を１に変更してほしい。6 万円減 

・従来分科会を予定していた「けやき」「五百川」は控室、スタッフルームとして使用。 

・看板等掲示物予算 7 万円を追加してほしい。 

・宿泊代には消費税及び入湯税が加算される。 

・二次会会費３千円（消費税込み）を先に徴収して、名札で識別できるようにする。 

 

芳賀実行委員⾧より収支予算案を説明 

・収入には県市の助成金は加味していないので申請できれば多少楽になる。 

・150 名の登録であることが条件であるので、地区内外に問わず参加者を増やしていきたい。 

→郡山のコンベンション支援で分科会用のプロジェクター、スクリーン等が無償で借りれる

ので経費節減になると思う。 

→送迎バスについては、華の湯のバスだけでは足りないので外部バスのチャーターも検討す 

る。 

→札幌会議の場合、プログラム作成 150 部 24 頁 13 万円 

         報告書作成           45 万円 

         カメラマン           ８万円 

                  ※報告書の配送料込みで約 70 万円の実績であった。 

→報告書については、データーでホームページ掲載を考えている。予算に余裕ができれば 

 印刷を考えていきたい。 

 

④ 今後のスケジュール 

      ②で説明済 

      ・次回の第 5 回実行委員会までに会議の内容を検討していく。 

      ・アンケートについても次回までに報告できるようにする。 

       

⑤ その他 

・アンケートは現在 23 地区から寄せられている。 

・福島会議のシンポジウムでの登壇地区を決めていきたい。 

・RYLA 研修会を 2 月 24 日１泊２日で開催予定をしている。RI テーマに沿って「世界平和 

 と国際協力」について青少年の皆さんに考えてもらう事を企画している。 

・予算案に計上している謝金とは、来賓参加への御礼金である。 

 

以上、全て議事が終了して、18：00 に閉会となる。 

次回の第 5 回実行委員会は、11 月 14 日（火）17：00～18：00 ZOOM にて開催。 

   


